
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シートを出力するシート供給機械と併用されるソーター／スタッカー装置であって、
上面に前記シート供給機械からのシートを受け入れるためのシート受入口が設けられ、前
記シート供給機械を上面側に載置可能なように適合されたハウジングと、
垂直方向に配列された複数個の概ね水平に延在するトレーを含み、前記ハウジング内に配
設されたソーター手段と、
前記ハウジング内において前記ソーター手段から垂直方向に離間して配置された、シート
を受け入れるシート受け入れトレーを有するスタッカー手段と、
前記シート供給機械から前記シート受入口を通じて受け入れたシートを前記ソーター手段
及び前記スタッカー手段へと送るべく前記ハウジング内において前記シート受入口から略
垂直に延在するシート搬送路に沿ってシートを搬送するシート搬送手段と、
前記シート搬送手段から前記ソーター手段へとシートを送るべく前記ハウジング内に設け
られたソーター・シート給送手段と、
前記シート搬送手段から前記スタッカー手段へとシートを送るべく前記ハウジング内に設
けられたスタッカー・シート給送手段と、
前記シート搬送手段によって搬送されるシートを前記ソーター・シート給送手段またはス
タッカー・シート給送手段に選択的に振り向けるためのシート変向手段とを含み、
前記ハウジングにはドアーが設けられ、前記ドアーが開かれているとき前記ソーター・シ
ート給送手段及び前記スタッカー・シート給送手段が露出されるようになっており、
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更に、前記ハウジングと前記ドアーに前記シート搬送手段を構成する相補的な部分が設け
られ、前記ドアーが閉じられたときのみ前記シート搬送手段が完成され前記シート搬送路
が前記ドアーと前記ハウジングの境界に沿って延在するように定められてシートの搬送が
可能となり、前記ドアーを開くと前記シート搬送路が露出するように

ことを特徴とするソーター／スタッカー装
置。
【請求項２】
前記ソーター・シート給送手段及び前記スタッカー・シート給送手段の各々が、シート案
内路を定めるべく通常近接して配置された対向するシート搬送部材と、前記ドアーが開か
れたとき前記対向するシート搬送部材が離間可能なようにこれらシート搬送部材を設置す
る設置手段とを含むことを特徴とする請求項１に記載のソーター／スタッカー装置。
【請求項３】
前記ソーター・シート給送手段及びスタッカー・シート給送手段の少なくとも一方の前記
シート搬送部材が離間していることを示す手段を含むことを特徴とする請求項２に記載の
ソーター／スタッカー装置。
【請求項４】
シートを出力するシート供給機械と併用されるソーター／スタッカー装置であって、
ハウジングと、
垂直方向に配列された複数個の略水平に延在するトレーを含み、前記ハウジング内に配設
されたソーター手段と、
前記ハウジング内において前記ソーター手段から垂直方向に離間して配置された、シート
を受け入れるシート受け入れトレーを有するスタッカー手段と、
前記シート供給機械から供給されるシートを前記ソーター手段及び前記スタッカー手段へ
と送るべく前記ハウジング内においてシートを搬送するシート搬送手段と、
前記シート搬送手段から前記ソーター手段へとシートを送るべく前記ハウジング内に設け
られたソーター・シート給送手段と、
前記シート搬送手段から前記スタッカー手段へとシートを送るべく前記ハウジング内に設
けられたスタッカー・シート給送手段と、
前記シート搬送手段によって搬送されるシートを前記ソーター・シート給送手段またはス
タッカー・シート給送手段に選択的に振り向けるためのシート変向手段とを含み、
前記ハウジングにはドアーが設けられ、前記ドアーが開かれているとき前記ソーター・シ
ート給送手段及び前記スタッカー・シート給送手段が露出されるようになっており、
前記ハウジングと前記ドアーに前記シート搬送手段を構成する相補的な部分が設けられ、
前記ドアーが閉じられたときのみ前記シート搬送手段が完成されシートの搬送が可能とな
るようになっており、
前記ソーター・シート給送手段及び前記スタッカー・シート給送手段の各々が、シート案
内路を定めるべく通常近接して配置された対向するシート搬送部材と、前記ドアーが開か
れたとき前記対向するシート搬送部材が離間可能なようにこれらの部材を設置する設置手
段とを含み、
更に、前記ソーター・シート給送手段及びスタッカー・シート給送手段の少なくとも一方
の前記シート搬送部材が離間している際、前記ドアーが閉じるのを阻止する手段を設けた
ことを特徴とするソーター／スタッカー装置。
【請求項５】
前記ソーター手段が、
前記複数個のトレーを前記ソーター・シート給送手段に対して相対的に移動可能なように
支持するトレー支持手段と、
所定のトレーを前記ソーター・シート給送手段からシートを受容することが可能な位置へ
と移動させるべく前記トレーを移動させる手段とを有し、
前記トレー支持手段は、ソーター・シート給送手段からシートを受容可能な位置にある前
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なっており、
前記ドアーが、前記略垂直に延在するシート搬送路の下流側を支点として水平方向軸線周
りに回動して開閉可能なように枢着されている



記所定のトレーとその上側のトレーとの間に比較的大きなシート給送空間が設けられるよ
うこれらのトレーを離間し、他のトレーは互いに近接して配置されるように前記トレーを
支持することを特徴とする請求項１に記載のソーター／スタッカー装置。
【請求項６】
前記トレーを移動させる前記手段が、カムと、該カムを正逆両方向に駆動可能な駆動手段
とを含むことを特徴とする請求項５に記載のソーター／スタッカー装置。
【請求項７】
前記トレーを移動させる前記手段が、カムと、該カムを正逆両方向に駆動可能な駆動手段
とを含み、前記カムは前記駆動手段に対して垂直方向に自由に移動自在であり、前記カム
と前記トレーとが互いに係合することにより前記カムはトレーからトレーへと垂直方向に
移動し、該カムを挟んで位置するトレー間に前記シート給送空間を提供することを特徴と
する請求項５に記載のソーター／スタッカー装置。
【請求項８】
駆動モータと、前記駆動モータの駆動力を伝達する駆動力伝達手段とを更に含み、前記シ
ート搬送手段、前記ソーター・シート給送手段及びスタッカー・シート給送手段が前記駆
動力伝達手段を介して前記駆動モータによって駆動されることを特徴とする請求項１に記
載のソーター／スタッカー装置。
【請求項９】
シートを出力するシート供給機械と併用されるソーター／スタッカー装置であって、
上面に前記シート供給機械からのシートを受け入れるためのシート受入口が設けられ、前
記シート供給機械を上面側に載置可能なように適合されたハウジングと、
前記ハウジング内に垂直方向に離間して配置されたスタッカー手段及びソーター手段と、
前記シート供給機械から前記シート受入口を通じて受け入れたシートを前記ソーター手段
及び前記スタッカー手段へと送るべく前記ハウジング内において前記シート受入口から略
垂直に延在するシート搬送路に沿ってシートを搬送するシート搬送手段と、
シートを前記シート搬送手段から選択的に前記スタッカー手段及び前記ソーター手段へと
変向させるための第１及び第２変向手段と、
前記第１変向手段と前記スタッカー手段との間に延在し、前記第１変向手段から受容した
シートを前記スタッカー手段へと送るスタッカー・シート給送手段と、
前記第２変向手段と前記ソーターとの間に延在して、前記第２変向手段から受容したシー
トを前記ソーター手段へと送るソーター・シート給送手段とを含み、
前記変向手段の一方は、前記シート搬送手段が前記変向手段の他方へシートを搬送するの
を許容する非作動位置へと移動可能であり、
前記ソーター手段は垂直方向に隔置された複数のトレーを有し、前記トレーと前記ソータ
ー・シート給送手段は前記ソーター・シート給送手段から前記トレー内へシートを分配す
ることが可能なように相対的に垂直方向に移動自在であり、
前記ハウジングはドアーを有し、前記ドアーが開かれているとき前記ソーター・シート給
送手段及び前記スタッカー・シート給送手段が露出されるようになっており、
前記シート搬送手段は互いに対向するシート係合要素を含んでおり、前記シート係合要素
の一方が前記ドアーにより支承され、前記ドアーを閉じたとき前記シート搬送路が前記ド
アーと前記ハウジングの境界に沿って延在するように定められ、前記ドアーを開くと前記
シート搬送路が露出

ことを特徴とするソーター／スタッカー装
置。
【請求項１０】
前記ソーター・シート給送手段及び前記スタッカー・シート給送手段の各々が、シート案
内路を定めるべく通常近接して配置された対向するシート搬送部材と、前記ドアーが開か
れたとき前記対向するシート搬送部材が離間可能なようにこれらシート搬送部材を設置す
る設置手段とを含むことを特徴とする請求項９に記載のソーター／スタッカー装置。
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され、
前記ドアーが、前記略垂直に延在するシート搬送路の下流側を支点として水平方向軸線周
りに回動して開閉可能なように枢着されている



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、プリンターなどから出力されるシート（用紙）のスタック（積層）及び分類（
ソート）の両方が可能なソーター／スタッカー装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
レーザー・プリンターのようなプリンターは一般的なオフィスでの用途に適合するべく発
展してきており、シートの印刷を連続的に行うことが可能である。そのようなプリンター
から順次出力される印刷済みシートは、例えば受取り装置又はスタッカーに供給される。
一般に、スタッカーに順次供給されたこれらのシートは、複数ページからなる一つの文書
を構成するシートの組を形成したり、またある場合には、１または複数のシートからなる
連続的にならんだ様々な異なる文書を形成したりするが、後者の場合には、スタッカー又
は受入れトレー内に受け入れられた際、手作業で分ける必要がある。
【０００３】
１または複数のシートから成る文書又はシートの組を分類トレー（またはソータートレー
）内に受容することのできるシート受容装置がある。これらのソータートレーは、文書に
対する整理箱の区画（ｐｉｇｅｏｎ　ｈｏｌｅ）又は郵便受け（ｍａｉｌｂｏｘ）として
機能する。このようなソータートレーを有する受け入れ装置では、文書は選択されたトレ
ーへと搬送され、そのトレー内に積層される。このような分類機は、例えば池上通信機（
株）の米国特許第４、５８０、７７５号、グラドコ株式会社の米国特許第４、４７８、４
０６号、同第４、６９１、９１４号及び同第４、８４３、４３４号に開示されている。他
の従来知られている固定ビン式または可動ビン式の分類機には、シートのトレー内への順
次的な受容が可能であるとともに、必要な場合には、シートをトレーへ任意に割り振るこ
と（ランダム・アクセス）ができるものもある。これらの装置において、シートのトレー
への順次的供給は、トレー内においてシートの組の丁合いをとる際に用いられる。また、
用いられる制御システムによっては、一つの文書を構成する複数のシートを所定枚数ずつ
順次トレーに供給するようにし、作業（ジョブ）を分散させることもできる。他の場合に
は、これらの装置はシートのランダム・アクセスが可能なように作動可能であり、それに
よって、任意枚数のシートから成る特定の文書を或る選択されたトレー内に振り向けるこ
とができ、整理箱を使った分類（ｐｉｇｅｏｎ　ｈｏｌｉｎｇ）や郵便受けへの投函（ｍ
ａｉｌｂｏｘｉｎｇ）と同様に、選択された任意のジョブは或る選択されたトレーにのみ
受容される。
【０００４】
例えば、キャノン株式会社の米国特許第４、９３０、７６１号に示されているような別の
可動ビン・ソーターでは、用紙搬送経路が二分されており、分類すべきシートはシート進
入位置に対してシフトされる第１のトレーセットへと向けられ、収集されるがトレーの運
動による丁合いはなされないシートは第１のトレーセットと共に移動する第２の可動トレ
ーセットへと送られるようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、プリンターが実施する動作の種類に応じて１または複数のシートより成る文書
のスタック及びソート（またはトレーへの任意の振り分け）の両方が可能な装置を提供す
ることに関係する。
【０００６】
更に詳細には、本発明の装置は、オフィスにおいて使用されるプリンターなどを上に設置
することが出来るベースを成すフレーム又はハウジング内にスタッカー及びソーターを配
置したようなソーター／スタッカー装置に関する。スタッカーとソーターは一方が他方の
上にある状態でフレーム又はハウジング内に設置され、シートはプリンターからシート搬
送装置に供給されるが、このシート搬送装置は、プリンターが実施している作業に応じて
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、同じ又は異なる種類の文書を分離したり、文書を或る選択されたトレーのみへと分配し
たりするべく、シート又は文書をスタッカー又はソーターのいずれかに搬送するように動
作可能である必要がある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を達成するべく、本発明は独特のシート搬送システムを提供するものである。こ
のシート搬送システムはプリンターから供給されるシートを受取り、これらのシートをス
タッカー用の給送手段へと搬送するか、又は、所望に応じて、スタッカー給送手段をバイ
パスしてシートをソーター用の給送手段へと搬送するよう構成されている。
【０００８】
更に詳細には、本発明によるシート搬送システムはその一部がスタッカー及びソーターに
対するフレーム構造内に設けられ、また別の一部がフレームのドアーに設けられており、
ドアーを閉じることで搬送システムが完成されるようになっている。ドアーを開けば、シ
ート搬送システム（本例の場合、搬送装置からシートを受取るスタッカー及びソーターへ
の給送手段を含む）にアクセスすることが可能となる。従って、このシート搬送システム
は構造が簡単であるが、スタッカー又はソーター内にて発生し得る紙詰まりを容易に除去
することが可能である。本発明の更に特定の形態においては、紙詰まりの除去を更に容易
にするべくスタッカー給送手段も“開く”ことが可能である。ソーターもその好適形態に
おいては紙詰まりを解消出来るよう、開くことが出来る給送手段を備えている。給送手段
の一方が開いていることを示すとともに、その場合にドアーを閉じるのを防止するための
装置を含んでいると好適である。
【０００９】
ドアーとは反対側の装置の端部において、即ち搬送装置やスタッカー及びソーター給送手
段から離れた側の端部においてフレームは開いており、そこからスタッカートレーやソー
タートレーに受容された文書にアクセスし、取り出すことが可能である。
【００１０】
本発明の他の特徴及び利点は、添付図面に示された好適実施例に関する以下の詳細な説明
から明らかとなるだろう。
【００１１】
【実施例】
最初に図１乃至図３を参照すると、プリンター又は他のシート供給機械Ｐが、本発明に従
って作成されたソーター／スタッカー装置Ｓの上部に載置した状態で示してある。即ち、
ソーター／スタッカー装置Ｓは、プリンターＰに対するベースを提供している。装置Ｓは
適切なキャスター１を備えており、床などのベース支持体上に設置される。
【００１２】
プリンターＰは印刷済みシートがそのアウトプット・ロール２から、ソーター／スタッカ
ー装置Ｓのインプット・ロール３へ供給されるよう適合されている。シートはそこからシ
ート搬送システムＴのゲート８の位置に応じて、積層トレー（スタッカートレー）４又は
分類トレー（ソータートレー）５へと送られる。シート搬送システムＴはスタッカー・シ
ート給送手段（スタッカー給送手段）６及びソーター・シート給送手段（ソーター給送手
段）７を含んでおり、ゲート８が閉じているときシートはスタッカー給送手段６内へと向
かうようにゲート８によって変向される。ゲート８が開いているときは、シートはスタッ
カー給送手段６を通過して中間給送ロール９へと移動し、そこから弧状シート・ガイド１
０を介してソータートレー５用のソーター給送手段７へと送られる。ソーター／スタッカ
ー・ハウジングの一端部にはドアー１１が設けられており、ソーター／スタッカー・ハウ
ジングの他端部には開口部１２が設けられ、この開口部１２を通じてスタッカートレー４
又はソータートレー５内のシートを取り出すことができるようになっている。
【００１３】
このように、上記したソーター／スタッカー・アッセンブリーは全体として、プリンター
から出力されたシートをスタッカートレー４内に積層するか又はソータートレー５に分類
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して集めるよう選択的に作動可能な単純な構造のアッセンブリーを提供する。このアッセ
ブリーは、ａ）後に一層詳細に説明する如くシート搬送システムＴの一部が、下端部にお
いてハウジングに枢着されたドアー１１に設けられ、ドアー１１を開くことでシート搬送
路、スタッカー給送手段６及びソーター給送手段７へ容易にアクセスすることが可能とな
っており、且つ、ｂ）受入れトレー内に集められたシートを容易に取り出すことが可能で
あるという特徴を有しており、これらの特徴がコンパクトな構造において実現されるとと
もに、プリンターから出力されたシートの積層及び分類といった機能に独自の態様で関連
して実現されているという利点を備えている。
【００１４】
図４及び図５を参照されたい。ドアー１１が閉じているとき、シート搬送システムＴはソ
ーター／スタッカー装置の給送ロール（またはインプット・ロール）３からシートを搬送
可能なように完成した状態にある。この目的のためドアー１１はインプット・ロール３の
一つをなす給送ロール３ａを備えている。また中間給送ロール９はゲート８下方の適切な
位置において被動ロール９ａ及びニップ・ロール９ｂを含んでおり、これらはシートを弧
状シート・ガイド１０へと搬送するよう適合されている。ドアー１１に設けられ弧状シー
ト・ガイド１０を構成する互いに対向する弧状ガイド板１０ａ、弧状部分１０ｂは、その
間にシートをソーター給送手段７へと案内する給送スペースを 。インプット・ロー
ル３及び被動ロール９ａに対する駆動装置については後に説明する。
【００１５】
スタッカー給送手段６は、ゲート８に隣接する箇所から、上向きに傾斜したスタッカート
レー４の下端部１６の上部へと概ね水平方向に延在した固定板１５を含む。下方ガイド板
１７は固定板１５と共にシート案内路１８を定める。固定板１５には、外周が固定板１５
の下面から突出した一対の被動ロール１５ａ、１５ｂが回転自在に支持されている。下方
ガイド板１７はシートをシート案内路１８を通じて搬送すべく被動ロール１５ａ、１５ｂ
に対向して回転可能に支持された一対のニップ・ロール１７ａ、１７ｂを備えている。下
方ガイド板１７はニップ・ロール１７ｂの軸上に枢着され、通常、ラッチにより作動位置
に保持される。このラッチは以後説明する如く下方ガイド板１７をその枢軸軸線の周りで
図６の位置まで下方に揺動させることができるように解放可能となっている。被動ロール
１５ａ、１５ｂに対する駆動装置についても後に説明する。
【００１６】
ソーター給送手段７には、一対の水平方向に隔置された被動給送ロール２０ａ、２０ｂを
備えた下方ガイド板２０が含まれている。下方ガイド板２０の上側に位置する上方ガイド
板２１は、シートを両板間のシート案内路２２内にて搬送すべく被動給送ロール２０ａ、
２０ｂに対向するよう隔置されたニップ・ロール２１ａ、２１ｂを備えている。上方ガイ
ド板２１はニップ・ロール２１ｂの軸線の周りで回動可能なように適合されており、リフ
ト・タブ（またはリフター）２３を操作することで持ち上げることができる。下方ガイド
板２０と上方ガイド板２１は内側端部において枢軸運動可能なようケージ２４上に設置さ
れ、当該ケージ２４はロッド（またはシャフト）２５上に垂直に移動可能に支持され且つ
スロット２６内に係合しており、それによってソーター給送手段７の内端部は以後説明す
る如く垂直に移動可能となっている。下方ガイド板２０と上方ガイド板２１はその外側端
部においてそれぞれブラケット２７内及びその上で水平摺動運動するよう設置されている
。より詳細には、ブラケット２７は下方ガイド板２０の端部がその内部において摺動する
弧状溝２７ａと、上方ガイド板２１がその上で摺動する傾斜面２７ｂとを備えており、上
方ガイド板２１をリフト・タブ２３で持ち上げることが可能な構造となっている。これら
ガイド板のこのような長手方向の摺動により、以後説明する如くシートの分類中における
ケージ２４の垂直移動が可能になる。
【００１７】
被動給送ロールは全て共通の駆動装置を備えている。図４を参照すると、駆動モーターＭ
２がスタッカー給送手段６の被動ロール１５ａと駆動連結関係を有するチェーン又はベル
ト１５ｃを駆動することが理解されよう。またソーター給送手段７の被動給送ロール２０
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ａ、２０ｂは給送ベルト２０ｃによって共に駆動されることも理解されよう。更に、ドア
ー１１内の中間給送ロール９の被動ロール９ａと、ドアー１１の下端部において該ドアー
１１の開閉用軸９ｄに設けられた駆動スプロケット９ｃとの間に駆動チェーン又はベルト
が設けられている。ここで図６を参照すると、駆動モーターＭ２により駆動される被動ロ
ール１５ａはベルト１５ｄを通じて被動給送ロール１５ｂを駆動することが理解出来る。
また図６に示されているように、本装置のこの側において被動ロール１５ａは連続チェー
ン又はベルト１５ｅを駆動する。このベルト１５ｅはインプット・ロール３の給送ロール
３ｂを駆動すべく上方に延在し、次に軸９ｄを駆動すべく下方に延在する。当該軸９ｄ上
には先に説明したように駆動スプロケット９ｃが配設されており、かくして中間給送ロー
ル９の駆動がなされる。さらに駆動ベルト１５ｅはアイドラー・プーリー１５ｆの周りに
延在して、プーリー１５ｇを駆動する。このプーリー１５ｇはベルト１５ｈを通じてソー
ター給送手段７の被動給送ロール２０ｂを駆動する。次に、駆動ベルト１５ｅは緩み調節
プーリー１５ｉを介して開始点である被動ロール１５ａの位置へと戻る。このように、被
動プーリー（またはロール）は全て単一のモーターＭ２より効果的に駆動される。
【００１８】
本装置が図４に示された状態にあるとき、シートはインプット・ロール３から搬送されて
、閉じた状態にあるゲート８と係合することとなる。ゲート８は符号８ａで示した箇所で
枢支され、シートをソーター給送手段７へと通過させる図４において破線で示された位置
（図５では実線）と、シートをスタッカー給送手段６へと振り向ける図４における実線位
置（図５では破線）との間で揺動する。ゲート８は適切なソレノイド又は他のアクチュエ
ーター８ｂ（図４）により上記２つ位置の間で動作するよう適合されている。
【００１９】
ソータートレー５を含む分類装置が全般的にＳＡで表してある。これは全般的に米国特許
第４、５８０、７７５号に示されたものと類似しているが、ソーターは他の構造を有する
ことが出来る。しかしながら、図示されているソーターでは、隣接するソータートレー５
が通常は共に近接しているが、シートがソーター給送手段７によってあるトレーへ搬送さ
れている際にはそのトレーに対して広いシート給送空間Ｅ（図５）を提供するよう離れる
仕組みになっているので、装置の全体的高さを低く出来る。
【００２０】
より詳細には、図示したソーターは前記特許第４、５８０、７７５号に示された移動ビン
開き形式のものである。こうしたソーターはそのソータートレー５がシート入り口端部５
ａから上方へ傾斜している。これらの端部において、トレーは両側から外方へ突出したト
ラニオン３０を備えており、アッセンブリーの両側において先に説明した垂直に延在して
いるシャフト２５上に配設されたカム３１（螺旋カムとして示した）と係合する。カム３
１はシャフト２５上で垂直に移動可能であるが、シャフト２５とともに回転する。電気的
制御システムの制御の下で動作する駆動モーターＭ１（図６）が設けられており、装置の
両側に設けられているシャフト２５は、適切なスプロケット、チェーン及び歯車手段３３
を介して駆動モーターＭ１によって互いに同期して且つ逆方向に駆動され、シートの分類
過程におけるカム３１の適切な回転を実現する。
【００２１】
カム３１は可動ビン・ソーターに関連した当技術にて良く知られているように、（非図示
の）適切な制御手段の制御の下で、１若しくは複数のシートを受け入れるための拡大した
シート給送空間Ｅが、隣接するソータートレー５間に順次設けられるよう回転される。
【００２２】
カム３１の各回転によりカム・プロフィールがトレーのトラニオンと係合してそのトレー
のシート入り口端部５ａをカム３１の高さ分だけ変位させる（変位の方向はカム３１の回
転方向（正または逆）による）。この高さはシート給送空間Ｅの高さを定める。こうした
カムの変位とシート給送空間Ｅの拡大化については図５に例示してあり、この図において
ソーターはソーター給送手段７から供給されるシートを受入れる状態にある。図５ではソ
ーター給送手段７の内端部が、図４に示した一番上のソータートレー５にシートを送る位
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置から下方に移動されているが、これはソーター給送手段７の内端部を支持しているケー
ジ２４がカム３１に接続されており、カム３１の回転とともに垂直方向に移動するように
なっているためである。
【００２３】
あるソータートレー５がカム３１によりそのシート入り口端部５ａにおいて垂直方向に移
動される際、そのトレー５の外端部５ｂはその下のトレー５の外端部５ｂ上に回動可能に
支持されることとなる。全てのソータートレー５の外端部はフレーム又はハウジング内に
適切に配設されたベース支持体５ｃ上に支持されている。
【００２４】
図６を参照すると、ドアー１１はドアー内にある中間給送ロール９用の駆動スプロケット
又はプーリー９ｃの水平軸上で揺動して開くことが出来ることが理解されよう。これによ
り用紙の詰まり解消又は他の必要のためハウジング内部へのアクセスが可能になる。この
図において、スタッカー給送手段６の下方ガイド板１７はアクセスのため下方に枢軸運動
した状態で示してある。また図示された状態において、ソーター給送手段７の上方ガイド
板２１のリフト・タブ２３にアクセス可能であることが明らかである。
【００２５】
スタッカー給送手段６が開いているときにドアー１１が閉じられるのを防止するため、そ
のようなドア－の閉じを防止する又はスタッカー給送手段６が開いた状態にあることを示
す手段が設けられている。図示されているように、一端にスタッカー給送手段６の下方ガ
イド板１７の端部と係合するアーム４２を有し、他端にアーム４３を有するレバー４０が
、符号４１で示された箇所において枢着されている。スタッカー給送手段６が開かれ（即
ち下方ガイド板１７を下向きに回動させ）、レバー４０が破線で示された位置から実線で
示された位置へと揺動すると、レバー４０の他端部又はアーム４３もその破線位置から実
線位置へと移動し、スタッカー給送手段６が開いていることを示す

。更にアーム４３の外端部は、給送
手段が再び閉じられてレバー４０が破線位置に戻るまでドアー１１の完全な閉鎖を物理的
に妨害するよう位置される。
【００２６】
以上、例示的な実施態様について説明して来たが発明としての請求内容は前掲の特許請求
の範囲に定めてある。
【図面の簡単な説明】
【図１】プリンターの一部分を示している本装置の側面図である。
【図２】図１の右側端面図である。
【図３】図１の左側端面図である。
【図４】シートを積層する状態にある本装置を示す図３の４－４線における垂直断面図で
ある。
【図５】図４に対応し、分類状態にある本装置を示す図である。
【図６】ドアーが開いた状態にあることを示す図３の６－６線における部分垂直断面図で
ある。
【図７】図１の７－７線における水平断面図である。
【符号の説明】
Ｅ　シート給送空間
Ｍ１　駆動モーター
Ｍ２　駆動モーター
Ｐ　プリンター
Ｓ　ソーター／スタッカー装置
ＳＡ　分類装置
Ｔ　シート搬送システム
１　キャスター
２　アウトプット・ロール
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３　インプット・ロール
３ａ　給送ロール
３ｂ　給送ロール
４　スタッカートレー
５　ソータートレー
５ａ　シート入り口端部
５ｂ　外端部
５ｃ　ベース支持体
６　スタッカー給送手段
７　ソーター給送手段
８　ゲート
８ａ　枢軸点
８ｂ　ソレノイド
９　中間給送ロール
９ａ　被動ロール
９ｂ　ニップ・ロール
９ｃ　駆動スプロケット
９ｄ　軸
１０　弧状シート・ガイド
１０ａ　弧状ガイド板
１０ｂ　弧状ガイド板
１１　ドアー
１２　開口部
１５　固定板
１５ａ　被動ロール
１５ｂ　被動ロール
１５ｃ　ベルト
１５ｄ　ベルト
１５ｅ　ベルト
１５ｆ　アイドラー・プーリー
１５ｇ　プーリー
１５ｈ　ベルト
１５ｉ　緩み調節プーリー
１６　下端部
１７　下方ガイド板
１７ａ　ニップ・ロール
１７ｂ　ニップ・ロール
１８　シート案内路
２０　下方ガイド板
２０ａ　被動給送ロール
２０ｂ　被動給送ロール
２０ｃ　給送ベルト
２１　上方ガイド板
２１ａ　ニップ・ロール
２１ｂ　ニップ・ロール
２２　シート案内路
２３　リフト・タブ
２４　ケージ
２５　ロッド（シャフト）
２６　スロット
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２７　ブラケット
２７ａ　弧状溝
２７ｂ　傾斜面
３０　トラニオン
３１　カム
３３　スプロケット、チェーン、歯車手段
４０　レバー
４１　枢着部
４２　アーム
４３　アーム 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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